
事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

国土地理院が保有する、空中写真、旧版地図、土地景観等を含む測量成果等を電算化、自動化を推進して維持管理
し、正確かつ大量の情報を迅速に提供するシステムを整備、維持し国土に関する各種計画及び施策の基礎資料その
他一般の利用に供する。

執行率 100.0% 100.0% 98.8%

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

１)国土地理院が保有する空中写真、旧版地図及び土地景観について国土変遷アーカイブとして整備する。
２）貴重な文化財的資産である地図史料の修復を行い、その永久保存と一般への公開を行う。
３）測量と地図に関する情報の発信基地である「地図と測量の科学館」の、管理・運営及び広報等に関する業務を行
う。
４）公共測量成果であるハザードマップを統一的に閲覧できるポータルサイトのシステムの構築を行う。
５）測量成果等について、大量の情報を迅速に提供するシステムを整備するとともに、測量成果閲覧・謄抄本交付に
関する業務委託を行う。

事業番号 460

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　( 国土交通省)

予算事業名 作成責任者
事業開始
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【一部改善】
　事業の成果を活用するため大学や民間との連携を図る。また、発注に当たってはコストを精査のうえ縮減を図るとともに、競争
性・透明性の高い発注先の選定方式の導入を図る。

予
算
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率
化
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ー

ム
の
所
見

【予算科目】
・040 地理空間情報整備・活用等推進費
　・95 地理空間情報の整備・活用等の推進に必要な経費
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（21年度予算額)　　　　　（21年度決算見込額)
　　・95016-2122-08 測量旅費      　　　  1百万円　　　　　　　　　1百万円
　　・95016-2123-09 測量庁費      　　 604百万円　 　　　　　　597百万円

・発注にあたって、調達情報について前広に事前公示を行い周知期間を十分に置く、配置予定者の実績要件を緩和
するなど、透明性の確保、競争性の向上に努めている。今後とも、企画競争実施に関する説明責任の確保に努めると
ともに、効率的、効果的な予算の執行に向け、調達にあたっての更なる競争性の向上等改善を図っていくこととしてい
る。

(20年以上経過した事務事業の廃止を前提とする検証)
・本事業は、国土地理院が、戦後から現在まで整備してきた歴史的価値の高い空中写真等の基本測量成果を、測量
法に基づき広く一般に公開するものであることから、引き続き国の事業として継続することが必要である。
　なお、本事業については、不断の見直しを行うとともに、事業の実施に当たっては、デジタル技術の活用等により、
事業の効率性の向上に継続して取り組んでいるところである。

23年度要求

１）国土地理院が保有する空中写真、旧版地図及び土地景観についてそれぞれ約28万枚、24面、600面の国土変遷
アーカイブ用データを整備した。
２）保有する古地図のうち、損傷の著しい25枚について修復を行った
３）「地図と測量の科学館」の管理・運営、広報等に関する業務を実施した。
４）ハザードマップポータルサイトに、地理空間情報ワンストップサービス成果管理・提供システムと連携した防災に関
する公共測量成果管理システムを構築した。
５）測量成果管理提供機器を借入し、本院及び6地方測量部において、測量成果閲覧・謄抄本交付に関する業務を実
施した。

実施状況

予算の状況
（単位:百万円）

112119 165

21年度 22年度

執行額 119

・発注先の選定に当たっては、透明性及び公平性の確保を図る観点から、一般競争入札もしくは企画競争方式よる手
続きを経たうえで、発注先を特定し、請負契約を締結している。
・業務の実施にあたっては、作業体制及び作業計画表の事前確認を行うとともに、工程管理を通じて実施内容、支出
先や使途について明確に把握できるよう適宜確認を行っている。
・業務終了後、完了時の検査を行い、成果物（報告書等）について確認を行っている。

- -総事業費(執行ベース) -

担当部局庁 担当課室 地理空間情報部業務課

会計区分

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

予算額(補正後）

上位政策

課長
鎌田　高造

605

国土地理院

116

165 598

国土の位置・形状を定めるための調査及び地理空
間情報の整備・活用を推進する

関係する計
画、通知等

一般会計

19年度 20年度



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかにつ
いて補足する)
(単位:百万円)



費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

A.（株）ダイアカラー E.広友サービス（株）

給紙カセット他25点 1役務 空中写真焼付作業 5 消耗品

1

費　目 使　途
金　額

(百万円）

計 5 計

測量業務 空中写真画像データ等作成業務 292 役務

B.（株）きもと F.富士ゼロックス（株）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

旧版地図謄本交付用データ出力
装置の保守

1

1

費目・使途
（「資金の流

れ」においてブ
ロックごとに最
大の金額が支
出されている者
について記載
する。使途と費
目の双方で実
情が分かるよう

に記載）

計 292 計

C.（財）日本地図センター

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

人件費 業務担当者人件費 64.7

旅費交通費 連絡調整等 1

その他 消耗品、通信運搬費、諸経費等 19.3

金　額
(百万円）

費　目

0

D.関東地方測量部等

計 85 計

使　途
金　額

(百万円）

測量成果の閲覧・謄抄本交付に
係る事業の実施

2

費　目 使　途

0計 2 計



【別紙】

№ 支出先
金額

（百万円）
№ 支出先

金額
（百万円）

1 （株）ダイアカラー 4.7                1 関東地方測量部 1.8

2 （財）日本地図センター 4.1                2 中部地方測量部 0.7

3 松枝印刷（株） 2.2                3 北海道地方測量部 0.3

4 国際航業(株) 2.0                4 九州地方測量部 0.2

5 （株）ムサシ・エービーシー 1.5                5 沖縄支所 0.2

6 富士ゼロックス（株） 1.0                6 四国地方測量部 0.2

7 コニカミノルタビジネスソリューションズ（株） 1.0                7 東北地方測量部 0.2

8 （株）ホサカ 0.5                8 中国地方測量部 0.1

9 （有）秦川堂書店 0.3                9 北陸地方測量部 0.04

10 朝日印刷（株） 0.2                10

№ 支出先
金額

（百万円）
№ 支出先

金額
（百万円）

1 （株）きもと 292 1 広友サービス（株） 1

2 日本海航測（株） 68 2

3 （株）エアロ・フォト・センター 41 3

4 （株）大興計測技術 39 4

5 北陸航測（株） 35 5

6 ジクー・データシステムズ（株） 9 6

7 内外地図(株) 1 7

8 8

9 9

10 10

№ 支出先
金額

（百万円）
№ 支出先

金額
（百万円）

1 （財）日本地図センター 85.3 1 富士ゼロックス（株） 0.7                

2 （有）クリエイション 0.8 2 （株）オフィスサプライズ 0.7                

3 鈴木正次特許事務所 0.7 3 （株）きもと 0.3                

4 日本写真印刷（株） 0.6 4 （株）東京地図研究社 0.2                

5 ヤマトホームコンビニエンス（株）関東オフィス引越支店 0.6 5 （株）多田文房堂 0.2                

6 （株）大塚カラー 0.3 6 松本事務機（株） 0.2                

7 八幡印刷（株） 0.2 7 堀内電機（株） 0.1                

8 東日本警備保障（株） 0.2 8 （株）大塚商会九州支店 0.1                

9 （株）フミテック 0.2 9 （株）染谷商会 0.1                

10 （有）ふじトロフィー 0.1 10 （株）共立文具 0.1                

C.民間事業者等（21社）　89百万円 F.民間事業者（32社）　4百万円

A.民間事業者等（14社）　18百万円 D.地方測量部等（9機関）　5百万円

B.民間事業者（7社）　485百万円 E.民間事業者（1社）　1百万円


